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Abstract: We examined data on 32 elite athletes who sought individual psychological support at 

the Department of Sports Science in the Japan Institute of Sports Sciences, with the aim of clarifying 

the characteristics of their initial complaints and psychological tasks. First, initial complaints were 

divided into six groups (“psychological instability during competition”, “confusion in interpersonal 

relationships”, “psychological advice/coaching”, “performance enhancement”, “others”, “no 

problem”) using the KJ method. Second, chi-square test and Fisher’s exact test were used to 

investigate the characteristics of the athletes’ initial complaints and the routes to individual 

psychological support. The results showed that a relatively large number of athletes complained of 

“psychological instability during competition” and “confusion in interpersonal relationships”, and 

that many athletes who said that there was “no problem” sought individual psychological support on 

the recommendation of their coaches and training staff. Finally, case studies were conducted to 

ascertain the characteristics of athletes’ psychological tasks. This revealed that the need to raise a 

low level of independence was a common psychological task underlying the athletes’ initial 

complaints. On the basis of these findings, we discuss what approach and environment for 

psychological support were needed for these elite athletes. 
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Ⅰ．目的 

競技力向上を目指すアスリートは、日々自分自

身の限界に挑戦しながらトレーニングや練習に励

んでいる。「身体的な限界への挑戦は単なる肉体と

しての身体を極めていくだけではなく、心理的に

も極めていくことになる」11）ため、彼らは身体的

にも心理的にも非常に過酷な状況で生きる（競技

する）ことになる。そして、トップレベルのアス

リートになればなるほど周囲からの注目や期待も

受けるようになり、そのような過酷な状況でも弱

音を吐けず、休むこともできず、彼らはますます

追い込まれた状況に陥ることになる。こうした世

界に生きているトップアスリートが、ときに悩み

や苦しみを抱えることは容易に想像できることで

ある。 

専門家との一対一での心理サポート（以下、個

別心理サポート）に来談するアスリートは、実力

発揮できないことやスランプ、人間関係の軋轢な

ど何らかの悩みや問題を訴えて来談することが多

い。そのような来談者が初回来談時に訴える悩み

や問題は主訴と呼ばれる。しかし、この主訴と彼

らの抱えている心理的課題は必ずしも一致するわ

けではない。そのため個別心理サポートでは、初

回面接時に、主訴だけでなく、競技歴、生育歴、

現在の競技環境、目標などを聴きながら、同時に

来談者の理解に必要とされる理論（例えば、人格

発達論や認知行動論など）を援用して、彼らの悩

みの背景にある心理的課題を見極め、それに対す

る適切なサポート方針を立てた上で、サポートを

進めていく。つまり、見立て注）をした上でサポー

トを展開していく 12）。見立てを手がかりにサポー

トを進めていくことによって、アスリートの意識

上での悩みや問題（主訴）と同時に、その背景に

ある心理的課題の解決が進んでいくのである。そ

して、心理的課題の解決と同期して相応の競技力

向上を果たしていく。このことは、いくつかの臨

床事例において報告されている通りである 6）8）12）。

したがって、来談したアスリートに対する適切な

支援方法は、主訴と心理的課題の特徴を踏まえた

上で検討することが必要となる。 

わが国におけるトップアスリートへの心理サポ

ートの専門機関は国立スポーツ科学センター

（Japan Institute of Sports Sciences：JISS）のみであ

る。JISS における個別心理サポートには、スポー

ツ科学部の医・科学支援事業の一環としての心理

サポート（無料）とメディカルセンターのスポー

ツ診療事業の一環としての心理カウンセリング

（有料）がある。前者は、後述するように他者か

らの勧めで来談することがあるものの、アスリー

ト自身が自ら申し込むことができ、申込後にスポ

ーツ科学部の心理スタッフ（認定スポーツメンタ

ルトレーニング指導士や認定スポーツカウンセラ

ー）によって行われる。それに対し後者は、アス

リートが直接申し込むことはなく、医師（精神科・

心療内科に限らず、内科や整形外科などの他科も

含む）の診察後に、医師からの紹介を受けた臨床

心理士によって行われることが基本となっている。

以下では、JISS スポーツ科学部における個別心理

サポートのデータを基に論じていくが、そこには

開設以来、毎年一定数のトップアスリートが個別

心理サポートを求め来談している 14）。JISS スポー

ツ科学部には、彼らの競技力向上に寄与する心理

サポートの質を維持・向上することが求められて

いる。そのためには、上述したように主訴の背景

にある心理的課題に見合った心理サポートを展開

する必要がある。しかし、これまでトップアスリ

ートの抱える主訴やその背景にある心理的課題に

ついては、個々のサポート事例に基づいて考察さ

れている 8）12）のみで、複数のサポート事例を基に

して体系的に論じられているわけではない。これ

は、アスリートの主訴や心理的課題はあくまで個

人的なものであるということに起因しているのか

もしれない。しかし、JISS スポーツ科学部の個別

心理サポートに来談するトップアスリートへの理

解を進め、彼らに対するより適切な心理サポート

のあり方を検討し、そしてそれを実践していくた

めには、まずは「どのような主訴を抱えたアスリ

ートが来談しているのか。そして、その背景にど

のような心理的課題が横たわっているのか」を把

握しておく必要がある。 
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以上のことを踏まえて、本研究では、来談した

トップアスリートへの個別心理サポートの実践か

ら得られた資料を基に、JISS スポーツ科学部の個

別心理サポートを求めて来談するトップアスリー

トの主訴と、その背景に共通している心理的課題

の特徴を明らかにし、必要とされる心理サポート

について検討することを目的とした。本研究の取

り組みは、どのようなトップアスリートが JISS ス

ポーツ科学部の個別心理サポートを利用している

かを示すことにもなる。したがって、JISS スポー

ツ科学部の心理スタッフと JISS 外の心理サポート

の専門家や現場の指導者、心理以外の他の専門領

域のスタッフとが連携するための一助となるはず

である。 

 

Ⅱ．方法 

JISS スポーツ科学部の個別心理サポートを求め

て来談するトップアスリートの実態を明らかにす

るため、心理サポートの実践から得られた資料を

基に、彼らの主訴と心理的課題について分析・検

討した。なお、本研究の実施については「国立ス

ポーツ科学センター倫理審査委員会」より承認を

得た。 

 

１．対象事例 

本研究では、X 年度に JISS スポーツ科学部の個

別心理サポートへ来談したアスリートの事例のう

ち、指導者や未成年者の事例を除く、成人のトッ

プアスリート 32 名の事例を対象とした（表 1）。対

象者の平均年齢は、24.97（±4.55）歳（男性：24.25

（±3.49）歳，女性：25.69（±5.44）歳）であった。

なお、種目は匿名性への配慮から表記しないこと

とした。 

 

２．分析手順 

分析資料は、初期面接と申込票の記録から得た。

それらについて、以下の手続きで来談者の主訴と

心理的課題の特徴を検討した。 

 

１）主訴・来談経路の分類・集計ならびに統計的

分析 

最初に、個別心理サポートの各担当者が、来談

者の性別、年齢、主訴、来談経路を集計ファイル

に入力した。主訴は、「各担当者が、初回面接時に

来談者本人が最も困っている問題や悩みと判断し

た内容」と取り決めをして入力した。次に、認定

スポーツメンタルトレーニング指導士の資格を有

する第一・第三著者 2 名で集計ファイルの内容を

確認し、主訴と来談経路を分類・集計した。その

後、他の共同研究者と分類・集計の内容について

合議し、最終的な結果とした。なお、主訴は KJ 法

を用いて分類し、来談経路は「自発来談・競技関

係者からの勧め・JISS スタッフからの勧め」のい

ずれかに分類した。そして、分類・集計した主訴

ならびに来談経路の相違を検討するためにχ2検定、

Fisher の直接確率検定を行った。分析には SPSS for 

windows 22.0 を用いた。 

 

２）心理的課題の事例的検討 

第一著者は、日常の心理サポートの初回面接時

に、主訴、来談経路、競技歴、現在の競技環境、

今後の目標などから各来談者の心理的課題を見極

め、それに対するサポート方針を立てていた。そ

して、その内容について第二著者からスーパービ

ジョンを受け、各来談者の心理的課題に対する理

解やサポート方針の確認・修正を行い、見立てを

した上でサポートを進めていた。 

本研究の分析過程では、改めて、第一著者が、

自身が初回面接を担当した 10 事例の内容を確認・

表 1 対象者の年齢別の人数

 

 年齢層 全体 男 女

20代前半
（20～22）

14 8 6

20代中盤
（23～26）

8 5 3

20代後半
（27～29）

8 1 7

30代以上 2 2 0

合計 32 16 16

単位：人
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整理することから始めた。事例を整理する過程に

おいて、スーパービジョンや事例検討会の中で各

事例（アスリート個々）の心理的課題についての

理解を確認・修正した。そして、それを基に 10 事

例それぞれにおける心理的課題とサポート方針に

ついて一覧表を作成し、第二著者と、来談者全体

に共通する心理的課題の特徴について議論した。

最後に、第一・第二著者で見出した知見について、

他の共同研究者と合議し、最終的な知見とした。 

第一著者は、主に心理力動的なカウンセリング

をベースとした心理サポートを実施しており、来

談したアスリートとの関係性を踏まえて心理的課

題を見極めていた。そのため、第一著者自身が担

当した事例を分析対象にする必要があった。また、

議論に先立って、限定した視点（立場）から資料

を作成することで、その後の議論を円滑かつ建設

的に進められると考えた。以上の理由から、心理

的課題の事例的検討においては、全 32 事例のうち

第一著者が担当した 10 事例のみを分析対象とした。 

また、検討した 10 事例個々によって訴えられる

問題やその背景、必要とされるサポートなどは異

なっていたが、本研究では、来談したアスリート

に共通する心理的課題について考察することを目

的としていたため、性別や年齢、競技種目の偏り

のないように配慮しながら、研究目的の達成に適

した典型的・特徴的な 3 事例を選択し、提示した。

ただし、事例提示においては、匿名性に配慮して

性別や年齢、競技種目の情報は表記せず、内容の

骨子を変更しない程度に修正を加えた。なお、そ

の他の非提示事例の概要は一覧表によって示した。 

 

Ⅲ．結果と考察 

１．主訴の特徴 

トップアスリートがどのような悩みや問題を訴

えて来談しているのかを検討するため、各事例の

来談時の主訴についてKJ法を用いて分類・集計（表

2）し、「主訴なし」を除く主訴ごとの全体の人数

についてχ2検定を用いて比較した。 

その結果、分析対象となる事例数に限りがある

ために有意な偏りは認められなかった（χ2（4）

=5.600、p=.231）が、相対的に最も多い主訴は、「気

持ちの振れ幅を小さくしたい」「自信が持てない。

不安や焦りがある」など“競技における精神の不

安定さ”であった（9/32 例）。トップアスリートは

全人格をかけて競技に取り組んでいるため、プレ

イすることによって、通常ならば内面に隠されて

いる心理的課題が表面化しやすい状況に置かれて

いる 12）。すなわち、彼らは競技することで常に自

分自身の心理的課題を刺激される場にいることに

なり、安定した心理状態でいることが難しくなる。

そのことから精神的な不安定さを感じやすく、“競

技における精神の不安定さ”を問題として意識し

やすいのだと推察される。一方、「集中力の高め方

を教えて欲しい」「メンタルトレーニングを行いた

表 2 主訴の内容と人数 

 

内容

競技における精神の不安定さ 9 （28%） 5 （31%） 4 （25%）

人間関係の混乱 6 （18%） 1 （6%） 5 （32%）

心理面についての助言・指導 4 （13%） 3 （19%） 1 （6%）

パフォーマンスの向上・改善 4 （13%） 3 （19%） 1 （6%）

その他 2 （6%） 1 （6%） 1 （6%）

主訴なし 7 （22%） 3 （19%） 4 （25%）

合計 32 （100%） 16 （100%） 16 （100%）

注）単位は人数である。括弧内は、全体ならびに男女別の各主訴のパーセントを示した。

女男全体
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い」など“心理面についての助言・指導”を求め

た事例は相対的に少なかった（4/32 例）。トップア

スリートは、競技における心理面についての助

言・指導にかかわる側面は日常の練習や身体的ト

レーニングのなかで実践しているために直接求め

て来談することは少ないのだろう。 

二番目に多く挙げられたのは、「指導者と上手く

コミュニケーションがとれない」「ペアと上手くい

かない」など“人間関係の混乱”に関する訴えで

あった（6/32 例）。アスリートは指導者やペアなど

周囲の人間と活動する時間が長くなり、また「身

体運動は常に自分自身があらわになる体験」5）であ

るために、自ずと他者との関係が近く且つ深くな

りやすい 12）。そのため、心理的距離が遠ければ見

えにくい他者のネガティブな面を感じたり、自分

自身のネガティブな面を表出したりしてしまい、

関係の悪化が生じていると推察される。また、分

析対象事例数が少ないために男女差の統計的な比

較を行うことはできなかったが、“人間関係の混乱”

に分類された事例のほとんど（5/6 例）は女性であ

り、この結果は学生アスリートを対象とした先行

研究と同様の結果であった 16）。女性アスリートの

対人関係での悩みや問題の多さは先行研究 13）でも

指摘されており、競技レベルに関係なく、女性ア

スリートは人間関係の悩みを抱えやすいと思われ

る。 

また本研究では、「パフォーマンスを高めたい」

「実力の未発揮」など“パフォーマンスの向上・

改善”に関わる訴えは相対的に少なく（4/32 例）、

ケガなども含めてパフォーマンスに関わる広義で

の「身体」に関わる訴えがほとんどなかった。ア

スリートの心理相談では、動作や姿勢、あるいは

ケガや体調不良などといった「身体」に関する言

及が多く、アスリートの語る「身体」を聴くこと

が彼らの内的世界を理解していく手がかりとなる

6）8）12）。しかし、分析対象事例数に限りがあるため

に明言はできないが、本研究の結果は、トップア

スリートが「身体」に関する問題を直接訴えて来

談することの少ない可能性を示している。JISS に

は、トレーニング体育館やメディカルセンターが

設置されており、各々の施設で「身体」に関わる

専門的な指導や治療を受けることができる。その

ため、「身体」に関する悩みや問題は、それらの施

設が窓口になって引き受けているものと推察され

る。しかし、アスリートの負傷（ケガ）やスラン

プなどパフォーマンスに関わる「身体」について

の問題には心理的な意味が含まれていることもあ

り、身体的なアプローチだけでは解決できないこ

とがある 10）。例えば、パフォーマンス停滞の背景

に未解決な心理的発達課題が存在し、パフォーマ

ンスの向上のためにその課題解決を必要とした心

理サポート事例が報告されている 18）。アスリート

の心理と身体の問題は、簡単に切り離して考える

ことができないのである。したがって、心理サポ

ートの専門家は、他の専門スタッフと連携を図り

ながら、身体の問題の背景にある心理的課題を見

極め、どのように支援していくかを考えていかね

ばならない。 

さらに、以上の競技に関わる訴え以外に、“その

他”に分類した「色々あって整理がつかない」「心

理的にモヤモヤする」といった生活全般にわたる

心理的な混乱・不安を訴える事例もあった。競技

に人生をかけるトップアスリートにとっては、競

技生活が日常生活と分かちがたく存在し、彼らが

こうした生活全般にわたる悩みや問題を訴えるこ

とは少なくない。本研究においてこうした訴えの

少なかった背景には、スポーツ科学部で扱われる

のは競技に関わる内容のみで、それ以外の生活全

般にも関わる悩みや問題、精神的な病はメディカ

ルセンターで扱われる内容として理解され、利用

されているのかもしれない。トップアスリートの

主訴について、メディカルセンターの心理カウン

セリングを利用しているトップアスリートの実態

なども踏まえて再検討することが必要である。そ

のことによって、彼らの訴える主訴の全体像が明

らかになり、スポーツ科学部とメディカルセンタ

ーのスタッフ（精神科医・臨床心理士）との連携

の充実が期待できる。 

 

２．来談経路の特徴 
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各事例の主訴を来談経路別に分類・集計し（表 3）、

どのような悩みや問題を訴えたトップアスリート

がどのような経路で来談しているかを検討した。 

分析対象事例に限りがあるため統計的分析を行

うことはできなかったが、「主訴なし」を除く各主

訴における来談経路別の人数を見比べると、特徴

的な人数の偏りは生じていないようである。アス

リートは、様々な悩みや問題を様々な経路で訴え

て来談していると推察される。次に、主訴の有無

による来談経路の相違を明らかにするため、“自発

来談”と他者からの勧め（“競技関係者からの勧め”

と“JISS スタッフからの勧め”を統合）の二群に

おける来談経路別人数について Fisher の直接確率

検定を用いて比較した。その結果、人数の偏りが

有意であった（p=.029）。残差分析を行った結果、

主訴を有するアスリートの自発来談人数が多く、

他者からの勧めで来談する「主訴なし」の人数が

多い（調整済み残差＝2.3、p<.05）ことが明らかと

なった。この結果から、「主訴なし」のアスリート

は他者からの勧めで来談することが多く、彼らは

必ずしも自身の問題意識があって来談するわけで

はないことが示唆された。周囲の人間から心理的

課題があるように見えていても本人が無自覚な場

合、自分自身に心理的課題があることを自覚し、

理解することから始める必要があり、それが今後

の心理サポートにおいて検討すべき主題になるか

もしれない。あるいは、心理サポートへの来談を

勧めた他者の心理的課題が影響して、アスリート

に心理的な課題があるように見えて（アスリート

に投影して）心理サポートを勧めている可能性も

ある 15）。このようなことから、アスリートが他者

から勧められて「主訴なし」で来談したときには、

まずは、アスリート自身が来談したことをどのよ

うに受け止めているかを聴き、誰にどのような支

援をする必要があるかを見極めることが必要にな

る。 

続けて、来談経路ごとの全体の人数の偏りにつ

いてχ2検定を用いて比較した。その結果、人数の

偏りは有意傾向であり（χ2（2）=4.938、p=.085）、

相対的に最も多い来談経路は“競技関係者からの

勧め”（15 例）であった。トップアスリートは、オ

リンピックをはじめとする国際大会でより良い成

績や記録を残すことが期待されており、そのよう

な状況では簡単に悩みや苦しみを見せることがで

きるわけではない。また、「アスリートにとって、

カウンセリングルームの『敷居』は高い」9）と指摘

されるように、わが国では、アスリートが抱えた

悩みや苦しみを専門家へ相談することが一つの文

化として定着していない。そのため、彼らが悩み

や苦しみを感じたときには、直接心理の専門家（第

三者）のもとへ来談するのではなく、まずは信頼

できる関係の近い競技関係者（指導者やトレーナ

表 3 主訴における来談経路別の人数

 

主訴

競技における精神の不安定さ 3 （25%） 4 （27%） 2 （40%） 9 （28%）

人間関係の混乱 2 （17%） 3 （20%） 1 （20%） 6 （18%）

心理面についての助言・指導 3 （25%） 1 （7%） 0 （0%） 4 （13%）

パフォーマンスの向上・改善 3 （25%） 0 （0%） 1 （20%） 4 （13%）

その他 1 （8%） 0 （0%） 1 （20%） 2 （6%）

主訴なし 0 （0%） 7 （46%） 0 （0%） 7 （22%）

合計 12 （100%） 15 （100%） 5 （100%） 32 （100%）

合計

来談経路

注）単位は人数である。括弧内は、来談経路別の各主訴のパーセントを示した。

自発来談
競技関係者
からの勧め

JISSスタッフ
からの勧め
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ーなど）に相談するものと考えられる。そして、

相談を受けた者が自分で解決ができないときや、

専門家からの支援が必要であると判断されたとき

に心理サポートが利用されるものと推察される。

あるいは、“競技関係者からの勧め”の約半数近く

が「主訴なし」であることを考えると、直接相談

を受けなくても、指導・支援の経験が豊富な指導

者やスタッフが、表面上は見えないアスリートの

心理的課題や悩みを見極めて勧めてくることも考

えられる。このようなことから、心理的課題や悩

みを抱えたアスリートを支援するためには、現場

の指導者やスタッフと連携できる関係を築いてお

く必要がある。 

また、“JISS スタッフからの勧め”で来談するア

スリートは相対的に少なかった（5 例）。JISS スタ

ッフは、それぞれの専門領域（例えば、栄養学や

トレーニング科学など）から医・科学的な支援を

行っており、そこで対応し得る心理的な悩みや問

題は彼らが適切に対応しているため、心理サポー

トは、彼らが自分たちでは対応できないと判断し

たときにのみリファーされているのだと思われる。

これは、受傷アスリートに対してトレーナーや周

囲のスタッフがうまく対応しているためにケガに

よる心理的影響で来談するアスリートが減った印

象があるとの報告 7）からも想像できる。しかし、

これは想像の域を出ない。今後、どのようなアス

リートが JISS スタッフからの勧めで来談している

かを精査し、他の専門領域のスタッフとの具体的

な連携のあり方について検討していくことが必要

である。 

一方、“自発来談”している事例は全体の約 4 割

（12/32 例）であった。心理サポートを利用するア

スリートの来談経路について他の調査が行われて

いない現状では、この人数の多寡について論じる

ことはできない。しかし人数の多寡に関わらず、

悩みを抱えたアスリートが“自発来談”している

ことは重要なことである。なぜなら、アスリート

が“自発来談”するということは、彼らが何らか

の問題を自覚して、それを自ら解決・克服しよう

していることを示しているからである。悩みの解

決のために来談すること自体が成長欲求の現れと

考えられるため、“自発来談”は、来談したアスリ

ートの中に自身の課題に取り組む姿勢や意欲のあ

ることを示している。したがって、“自発来談”し

たアスリートへの心理サポートでは、彼らの成長

欲求を活かし、自身の心理的課題へ取り組もうと

する姿勢を支えていくことが前提となる。 

 

３．心理的課題の特徴－事例的検討 

分析対象とした 10 事例の心理的課題の検討を行

い、それを基に、トップアスリートに共通する心

理的課題の特徴と必要とされる心理サポートにつ

いて検討した。ここでは紙面の都合上 3 事例のみ

を提示し、その他の非提示事例の概要については

表 4 に示した。なお、以下の事例提示においては、

「 」はアスリートの語りを、（ ）は付帯情報を

示している。 

 

１）事例 A：主訴「パフォーマンスを高めたい」 

幼少期から競技を始めた A は、コーチでもある

父親に「練習メニューを組んでもらい、道具の管

理もしてもらい」、「言われた通りに」競技に取り

組んできていた。それまで A は国内トップレベル

の競技成績を挙げていたが、伸び悩んでおり、「パ

フォーマンスを高めたい」と訴えて自発来談した。

しかし、競技力の停滞に関わる具体的な課題を尋

ねても「よく分からない」と自身の競技上の課題

を十分に自覚できているわけではなかった。A は

「もう少し自分でやっていかないといけない」と

語りながらも、具体的な課題やその解決策を模索

しているわけではなく、心理サポート担当者に対

して「（パフォーマンスを高めるために）何か良い

方法はないですか？」と繰り返し問いかけ、手近

にできる方法を求めてきた。 

見立てとサポート方針：A は、父親に指示され

た通りに競技し、受身的に生きていた。そのため、

自分の競技上の課題を自分自身で見出すことが出

来ず、その解決に対する態度も受身的・依存的で

あった。しかし、「もう少し自分でやっていかない

といけない」ことは自覚されており、心理サポー
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ト担当者の支えを頼りにしながら、A 自身が試行

錯誤しながら主体的に競技に取り組めるようにな

ることが課題であった。心理サポートでは、A の

自立しようとする思いを尊重しながら A の語るこ

とを傾聴していくことが求められる。そのことを

通して、A が自分自身の個性的な思いや考えが尊

重される体験をし、それによって A の個性が育っ

ていくと思われた。 

 

２）事例 B：主訴「受身や不安といった自分のマイ

ナスな部分をプラスに変えたい」 

B は、争いの絶えない不安定な家族のなかで育ち、

周囲に気を遣いながら育っていた。競技では、「自

分なりに試行錯誤しながら」日本代表にまでなっ

ていたが、パフォーマンスは「好不調の波が激し

く不安定」であった。B は、その様子を見た競技関

係者に勧められて来談したのだった。プレイの様

子について詳しく聴くと、B が「ペアが良い気持ち

でプレイできるように」配慮しながらプレイし、

少しでもミスが生じると「すべて自分が悪い」「次

はミスしないように、ペアに迷惑をかけないよう

に」という考えに囚われ、「動きが小さく」なり、

プレイを立て直すことができていないことが語ら

れた。また B 自身は、そのような自分を「受身」「不

安が強い」と感じていた。 

見立てとサポート方針：B は、「自分なりに試行

錯誤」しており表面上は主体的に生きているよう

に見えるが、問題（課題）を抱えた家族の影響を

受けて、周囲に過度に気遣いながら生きてきてい

た。競技でも、ペアに過度に気遣い、自身の不安

や不満がペアに向くことを恐れ、自己抑制的にプ

レイし、ミスが生じたときには過剰に自罰的にな

り、プレイが小さくなってしまっていると考えら

れた。心理サポートでは、面接の場で B 自身の感

情を自由に表現できるような関係を構築し、その

なかで心の奥底にある不安や不満を表出できるよ

うになっていくことが求められる。そして、その

ことを通して B がペアとの適切な関わりができ、

自分を表現しながらプレイできるようになってい

くと思われた。 

 

３）事例 C：主訴「ペアとの関係で、思うように競

技ができない」 

3 兄弟の末子である C は、家族に可愛がられて自

由奔放に育った。幼少より始めた競技では、大学

まで同じ指導者の下で、「自分のことを本当によく

考えてくれる」競技環境で継続していた。体格・

能力にも恵まれ、全国トップレベルの成績を残し

続けてきた C は、社会人になり競技環境（練習拠

点やペア）が変わっても「比較的、思う通りに」

競技を進めることができていた。しかし、「これか

ら、という時に」ペアが不注意でケガをし、「思う

ように練習ができなくなった」。C はペアに不満を

抱き、「向こうも思うことがあるみたいで…」と関

係に不穏な空気が漂っていたが、そのことに対し

て、「これ以上関係が悪くなると思うと言えない」

「どう接したら良いのか分からない」と困惑して

いた。そして、その様子を見かねた競技関係者に

勧められて、C は来談していた。 

見立てとサポート方針：C は、家族に可愛がられ、

また指導者にも支えられ、それまで「思う通りに」

競技を続けてきた。そのために、自分が「思うよ

うに競技ができない」ことを受け入れられず、ペ

アとの関係が崩れることも恐れて「どう接したら

良いのか分からない」状態になっていると思われ

た。心理サポートでは、競技での不満や困惑を語

ってもらい、それを心理サポート担当者が受け止

めることが第一に求められる。それを支えにして、

他者（ペア）との軋轢が起こったときに、その事

態を理解し、受け入れることを通して、関係を調

整できる力、つまり人間関係を円滑にできる力が

少しずつ育っていくと思われた。またそのことは、

競技力向上にもつながると考えられた。 

 

以上は断片的な事例提示ではあるが、いずれも、

来談したトップアスリートが親子関係あるいは家

族関係における他者との関わり方を指導者やペア

との間でも繰り返していることを示している。人

間が「幼少期より、親などの重要な人物との関係

を、その後も相手役を変えながら反復する」4）とい  
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 事
例

主
訴
（カ
テ
ゴ
リ
ー
）

来
談
経
路

サ
ポ
ー
ト
方
針

D
集
中
力
の
高
め
方
を
教
え
て
欲
し
い

（心
理
面
に
つ
い
て
の
助
言
・指
導
）

自
発
来
談

　
D
自
身
の
考
え
や
思
い
を
詳
細
且
つ
具
体
的
に
語
っ
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
D
が

自
分
自
身
で
集
中
す
る
方
法
を
、
D
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
。
そ
の
こ
と
を
通
し
て
、

D
が
自
分
自
身
に
注
意
を
向
け
、
自
分
な
り
に
競
技
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
思
わ
れ

た
。

E
も
う
ち
ょ
っ
と
気
持
ち
よ
く
競
技
が
出
来
る
と
良
い

（競
技
に
お
け
る
精
神
の
不
安
定
さ
）

自
発
来
談

　
こ
れ
ま
で
抑
え
ら
れ
て
き
た
E
自
身
の
思
考
や
感
情
が
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
E
の

語
る
こ
と
を
傾
聴
し
続
け
、
E
が
安
心
で
き
る
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
の
こ
と
を
通

し
て
、
E
の
心
理
的
な
緊
張
が
少
し
ず
つ
緩
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
た
。

F
ペ
ア
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手
く
い
か
な
い

（人
間
関
係
の
混
乱
）

自
発
来
談

　
競
技
中
に
体
験
す
る
Ｆ
自
身
の
非
論
理
的
な
考
え
や
自
然
な
感
情
を
語
っ
て
も

ら
い
、
そ
れ
を
受
け
止
め
る
よ
う
に
傾
聴
し
て
い
く
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
F
が
、
担

当
者
と
の
情
緒
的
な
交
流
を
体
験
し
、
他
者
と
相
互
調
整
す
る
こ
と
を
体
験
的
に

理
解
し
て
い
く
こ
と
を
支
え
る
。

G
指
導
者
と
上
手
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
い

（人
間
関
係
の
混
乱
）

自
発
来
談

　
G
に
自
由
に
安
心
し
て
自
分
の
こ
と
を
語
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
傾
聴
し
続
け
、
心

理
的
な
甘
え
の
対
象
と
な
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
G
の
中
に
少
し
ず
つ
自
立
に

向
か
う
姿
勢
が
育
ま
れ
、
他
者
と
相
互
的
な
関
わ
り
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と

思
わ
れ
た
。

H
自
分
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
出
せ
な
い

（パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
・改
善
）

自
発
来
談

　
H
の
「自
分
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」に
つ
い
て
詳
細
に
聴
い
て
い
く
。
そ
の
こ
と
を

通
し
て
、
H
自
身
が
自
分
の
プ
レ
イ
上
の
課
題
に
つ
い
て
理
解
し
、
そ
の
解
決
策

を
考
え
、
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
支
え
る
。

I
ど
う
い
う
考
え
方
を
す
れ
ば
良
い
か
教
え
て
欲
し
い

（心
理
面
に
つ
い
て
の
助
言
・指
導
）

競
技
関
係
者

か
ら
の
勧
め

　
Iが
心
の
奥
底
で
感
じ
て
い
る
不
安
に
つ
い
て
傾
聴
し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
れ
を
吐

き
出
せ
る
よ
う
な
関
係
を
作
っ
て
い
く
。
そ
の
こ
と
を
支
え
に
し
て
、
少
し
ず
つ
Iが
不

安
を
抱
え
な
が
ら
も
自
分
な
り
に
競
技
し
て
い
く
（生
き
て
い
く
）力
が
育
ま
れ
て
い

く
と
思
わ
れ
た
。

J
ど
う
や
っ
た
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
て
い
ら
れ
る
の
か
教

え
て
欲
し
い

（心
理
面
に
つ
い
て
の
助
言
・指
導
）

自
発
来
談

　
Jの
語
る
こ
と
を
傾
聴
し
続
け
、
Jの
不
安
感
を
支
え
る
関
係
を
作
る
こ
と
が
第
一
に

求
め
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
Jの
中
の
心
理
的
な
基
盤
が
作
ら

れ
て
い
き
、
Jが
遭
遇
す
る
乱
れ
や
崩
れ
に
対
処
し
て
い
く
力
が
育
ま
れ
て
い
く
と

思
わ
れ
た
。

　
Ｅ
は
、
支
配
的
・管
理
的
な
両
親
の
脅
か
し
に
よ
る
心
理
的
ス
ト
レ
ス
の
強
い
環
境
で
育
っ
て
き
た
。
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
競
技
に
お

い
て
も
常
に
他
者
か
ら
の
評
価
・結
果
を
気
に
し
て
、
心
理
的
に
緩
め
ら
れ
な
い
ま
ま
継
続
し
て
き
た
。
常
に
緊
張
し
て
周
囲
に
合
わ
せ
て

生
き
て
（競
技
し
て
）き
た
た
め
、
焦
燥
感
や
空
虚
感
が
強
く
、
「何
か
気
持
ち
悪
く
て
、
す
っ
き
り
し
な
い
」と
来
談
し
た
。

心
理
的
課
題
に
関
連
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

　
D
は
母
親
に
勧
め
ら
れ
て
競
技
を
始
め
た
が
、
そ
の
母
親
は
感
情
の
起
伏
が
激
し
く
、
ひ
た
す
ら
母
親
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
に
競
技
に

取
り
組
ん
で
い
た
。
ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
時
代
か
ら
指
導
者
の
指
導
・助
言
通
り
に
競
技
し
続
け
て
い
た
。

　
D
に
対
し
て
、
心
理
サ
ポ
ー
ト
担
当
者
が
「集
中
で
き
な
い
」こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
聴
く
と
、
試
合
前
に
な
る
と
周
囲
の
様
子
が
気
に
な

り
、
他
の
選
手
を
見
た
り
他
事
を
考
え
た
り
し
て
「集
中
で
き
な
い
」で
、
思
う
よ
う
に
力
を
発
揮
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

　
H
は
、
管
理
的
な
母
親
と
「絶
対
勝
て
な
い
」姉
の
下
で
幼
少
期
を
過
ご
し
た
。
競
技
で
は
、
先
輩
や
指
導
者
の
影
響
を
受
け
て
「流
れ

で
」進
路
を
決
め
、
そ
の
時
々
で
相
応
の
成
績
は
残
し
て
い
た
が
、
「自
分
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
出
せ
な
く
な
っ
て
」自
発
来
談
し
た
。

　
し
か
し
、
主
訴
に
つ
い
て
は
、
「自
分
は
何
も
考
え
て
い
な
い
。
自
信
が
な
い
」と
心
理
的
な
問
題
が
言
及
さ
れ
る
の
み
で
、
プ
レ
イ
上
の

具
体
的
な
課
題
や
そ
れ
に
対
す
る
取
り
組
み
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
家
族
の
つ
な
が
り
が
弱
く
、
Iは
「自
分
が
競
技
を
す
る
こ
と
で
つ
な
が
る
と
良
い
」と
感
じ
て
い
た
。
大
事
な
大
会
に
な
る
と
実
力
発
揮
で

き
る
か
不
安
に
な
り
、
「周
り
を
見
て
し
ま
う
」I
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
し
た
指
導
者
に
勧
め
ら
れ
て
来
談
し
た
。
し
か
し
、
来
談
時
の
I

は
、
心
理
サ
ポ
ー
ト
担
当
者
に
対
し
て
、
背
景
に
あ
る
不
安
を
取
り
繕
う
か
の
よ
う
に
異
様
な
ほ
ど
丁
寧
な
態
度
で
あ
っ
た
。

　
両
親
は
病
弱
な
兄
の
看
病
に
「気
遣
っ
て
」お
り
、
Jは
、
幼
少
期
か
ら
両
親
か
ら
の
「『
一
人
で
生
き
ろ
』と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
て
い

た
」。
幼
少
か
ら
始
め
た
競
技
で
は
、
早
く
か
ら
海
外
を
拠
点
に
活
動
し
、
順
調
に
競
技
成
績
を
残
し
て
い
た
。

　
来
談
直
前
に
は
自
身
の
最
高
成
績
を
挙
げ
て
い
た
が
、
「そ
の
後
か
ら
急
に
調
子
が
悪
く
な
っ
て
、
何
も
か
も
う
ま
く
い
か
な
い
感
じ
に

な
っ
た
」。
そ
し
て
、
「気
分
が
落
ち
て
、
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」と
自
発
来
談
し
た
。

　
Ｆ
は
、
幼
少
期
か
ら
両
親
と
の
情
緒
的
な
交
流
が
少
な
く
、
関
係
が
希
薄
で
あ
っ
た
。
競
技
で
は
、
論
理
的
で
科
学
的
な
視
点
の
指
導

を
受
け
「つ
い
て
い
く
だ
け
」で
成
績
を
挙
げ
て
い
た
。
ペ
ア
と
の
関
係
に
お
い
て
も
「あ
ま
り
自
分
が
意
見
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」。
し

か
し
、
競
技
レ
ベ
ル
の
向
上
に
伴
っ
て
、
ペ
ア
に
対
し
て
「感
情
的
に
な
っ
て
」意
見
す
る
よ
う
に
な
り
、
衝
突
す
る
こ
と
が
で
て
き
た
。

　
「気
遣
っ
て
頼
み
ご
と
が
で
き
な
い
」両
親
の
下
で
育
っ
た
G
は
、
競
技
に
お
い
て
も
、
指
導
者
に
対
し
て
「見
て
も
ら
え
て
な
い
」と
感
じ

な
が
ら
「自
分
勝
手
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
」自
分
の
思
い
を
主
張
で
き
な
い
で
い
た
。
そ
し
て
、
結
果
的
に
指
導
者
と
は
「距
離
の
あ
る
感

じ
」を
強
く
し
て
い
た
。

表
4
 
非
提
示
事
例
の
概
要
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うことは、アスリートにおいても同様であり、彼

らの幼少期からの他者との関わり方が競技での他

者関係にも反復されているのである。そしてその

ことが影響して、主訴とされる悩みや問題を抱え

ることにつながっているのである。また、このよ

うな関わり方は、心理サポート担当者との関係に

おいても繰り返される。例えばそれは、事例 A が

担当者に対して受身的・依存的な態度を取ってい

たことからも分かることである。本研究で検討を

行った他の事例においても同様の課題を読み取る

ことができた。以上のことは、個別心理サポート

へ来談するトップアスリートには、それまでの親

子関係や家族関係に従っていたやり方（生き方）

から脱し、新たな一人の「個人」として主体的に

生きていく（競技する）ことが心理的課題として

通底していることを示している。 

また、競技での悩みや問題をきっかけに心理サ

ポートの専門家のもとへ来談することは、トップ

アスリートが個人としての「自立」の課題に取り

組む足がかりとなっていると読み取ることができ

る。例えば事例 C のように、体格や能力に恵まれ、

また家族や指導者に支えられ、大きな躓きを経験

することなく一定の競技レベルにまで達すること

ができたトップアスリートは、自身の能力や競技

環境に恵まれたことで、競技生活の中で直面する

課題を自分なりに試行錯誤して乗り越える体験が

少ないまま成長することになる。しかし、競技レ

ベルが高くなればなるほど、自分自身で判断し、

調整し、競技遂行していくことがそれまで以上に

求められるため、彼らがより高い競技レベルに挑

もうとしたときには、それまでと同じやり方で進

むことが難しくなる。すなわち、「思う通りに」い

かなくなったときに自分自身の力で試行錯誤しな

がら解決していかなければならないのである。そ

れは、競技レベルの向上が順調になされたことで、

かえって積み残された「自立」の課題への取り組

みを改めて行っているとも言える。このように、

競技での悩みを抱えたトップアスリートは、それ

までのやり方（生き方）を変えようとする意識下

の動きによって来談してくると考えることができ

る。 

一方で、事例 B のように競技力向上の過程で「自

分なりに試行錯誤」しているトップアスリートも

いる。しかし、B のように幼少から周囲に気遣い過

ぎているアスリートは、自分自身の競技上での困

難やそれを乗り越える体験を他者との相互的な関

わりのなかで行うことが少ない。そのような幼少

から他者との関係の取り方が難しいアスリートの

競技上の問題は、本研究の他の事例においても垣

間見ることができた。特に多くのアスリートが専

門的に競技に従事し始める児童期においては、同

性・同年齢の仲間と一緒に遊び、様々な活動を通

して何かを作ったり、成し遂げたり、その喜びを

分かち合ったりして、仲間との関係のなかで、自

分は「できる」という有能感を獲得していくこと

が心理社会的な発達課題である 2）。しかし、幼少の

頃から高い競技レベルを志向し、大人の期待や要

求に従い、仲間やライバルとの競争やその結果（成

績や記録）を第一に考える競技環境で育った一部

のトップアスリートは、結果的に、他者との比較

による優越感を得ることはできても、仲間との関

係のなかで育てる有能感を得にくくなる。児童期

に獲得される有能感はその後のアイデンティティ

形成の土台となる 3）ゆえ、トップアスリートの「自

立」への取り組みが積み残されている背景には、

上述したような児童期の体験が影響していると推

察される。 

トップアスリートが積み残された「自立」の課

題に取り組んでいくためには、周囲との関わりの

中でも自分を主張し表現し、そのことによって生

じる他者との葛藤を経て、それを他者と共有して

いく体験が必要となる。しかし、事例 A や事例 B

のように、指導者やチームメイトなど周囲との関

係に過度に依存していたり、気遣ったりしている

と、自分を表現していくことが難しくなる。また、

国を代表するようなトップアスリートにもなれば、

社会的に望ましいとされる姿が求められ、自分の

思いや考えだけで行動・プレイすることができな

くなる。あるいは、事例 C のように、他者との関

係のなかで自分自身が崩れることを恐れて自己表
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現できないこともある。 

したがって、支援を求めて来談したトップアス

リートへの心理サポートでは、来談者個人が、自

分の考えや思いを自由に表現できる場（関係）を

作ることを第一に考えねばならない。そして、心

理サポートの専門家は、彼らの表現を受け止め共

有しなければならない。「守られた空間」で彼らの

主体性が尊重されることによって、彼らの成長し

ようとする力が刺激され、彼らがそれまでのやり

方（生き方）を転換し、新しい自分なりのやり方

を創造していくことにつながっていくのである。

「アスリートは面接室の『守られた空間』の中で

自己表現する（自分の本音で語る）ことによって、

競技場面での表現の仕方に変化をもたらす」6）ので

あり、それが、結果的に彼らの競技力向上にもつ

ながっていくのである。 

また、心理サポートでは、来談したアスリート

の考えや思いをただ単に聴くだけでなく、そこで

の体験が、彼らにとってそれまで体験してこなか

った関係を充足したり、補償したりするような関

係（場）となることが必要である。なぜなら、来

談時までの他者との関係とは異質な関わりを体験

することによって、それまで満たされていなかっ

た体験が満たされ、彼らの新しいやり方（生き方）

が創られていくからである。心理サポートにおい

て、来談時まで「自立」への取り組みを先延ばし

してきたアスリートに、彼らの試行錯誤の体験を

聴き続けることは、彼らに自分自身で苦境を乗り

越えることを迫ることになるだろうし、彼らは自

身の主体性が問われることになる。そしてそのこ

とによって、一時的に来談時よりも悩みや苦しみ

が増すことも生じるだろう。しかし、その体験を

傾聴し、共有しようとする心理サポートの専門家

との関係に支えられて、彼らは自分自身でその苦

境を乗り越え心理的に成長していくのである。こ

のように、アスリートが自分自身で新しいやり方

（生き方）を見つけることを支えていくことが、

自分自身の可能性に挑戦しているトップアスリー

トの心理サポートにおいて求められることである。 

 

Ⅳ．まとめ 

本研究では、JISS スポーツ科学部の個別心理サ

ポートに来談したトップアスリートへの初期面接

資料と申込票を基に、「どのような主訴を抱えたア

スリートが来談しているのか。そして、その背景

にどのような心理的課題が横たわっているのか」

を明らかにし、トップアスリートに対する JISS ス

ポーツ科学部の心理サポートのあり方を検討した。 

来談者の主訴と来談経路を分類・集計し、χ2 検

定を行った結果、分類した主訴の人数に有意な偏

りは認められなかったが、“競技における精神の不

安定さ”や“人間関係の混乱”に悩んで来談する

アスリートが相対的に多かった。一方で、“パフォ

ーマンスの向上・改善”に関わる悩みも含めて身

体に関わる悩みを訴えて来談するアスリートは相

対的に少なかった。また、主訴の有無における来

談経路別の人数について Fisher の直接確率検定を

行った結果、人数の偏りが有意であり、他者から

の勧めで来談する「主訴なし」のアスリートの人

数の多いことが明らかとなった。 

さらに、トップアスリートの心理的課題につい

て事例的検討を行った結果、支援を求めて来談す

るトップアスリートは、幼少より競技レベルの向

上が比較的順調になされていたり、他者とのつな

がりが弱く、他者との相互的な関わりのなかで試

行錯誤する体験が少なかったりしていた。そのこ

とによって、個人としての「自立」の課題が積み

残されていることが通底していた。 

以上から、トップアスリートに対する JISS スポ

ーツ科学部の心理サポートにおいては、個人の主

体性を尊重した場（関係）を作ることと、個人の

主体的な体験を共有することの重要性が示唆され

た。 

本研究は JISS スポーツ科学部の単年度の資料の

みを用いて検討を行ったが、複数年度の資料やメ

ディカルセンターの心理カウンセリングの資料を

含めて、より厳密な統計的検討を行うことが今後

の課題である。そのことによって、本邦の個別心

理サポートに来談するトップアスリートの主訴や

来談経路の全体像について明らかにしていく必要
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がある。また、個別事例の詳細な検討を重ねてい

くことも必要である。それによって、トップアス

リートに必要とされる心理サポートがより明確に

なっていくはずである。さらには、考えられたト

ップアスリートへの支援方法や心理サポートの環

境整備を実践すること、そしてその効果について

検証していくことも今後の課題である。また、本

研究を通して、アスリートの主訴と背景にある心

理的課題が一致しないことが改めて示唆されてい

たが、その両者の関係について詳細に検討するこ

とはできなかった。今後は、心理的課題がどのよ

うな悩みとして訴えられているのか、どのような

形で表現されているのかを詳細に検討していくこ

とも課題である。それによって、支援を求めて来

談するアスリートへの理解が深まると考えられる。 

 

注 

「見立て」は、精神医学の中で土居 1）によって

提唱された概念であり、「アスリートの心理サポー

トにおいても適用すべき重要な概念」17）である。

「見立て」は、来談者の心理的課題やその解決に

対する適切な支援方法、予後などを含めて用いら

れ、来談者と共有されてその後のスタート地点と

なる 4）。また、「見立て」はサポートを展開してい

く間においても、確認・修正されていくものであ

る。 

 

付記 

本研究は、国立スポーツ科学センタースポーツ

医・科学研究事業平成 26 年度課題研究「個別心理

サポートに来談するトップアスリートの心理的課

題」に基づいて実施したものである。また、本研

究をまとめるにあたって、平成 27‐28 年度科学研

究費補助金（若手研究（B）課題番号 15K16480）

からの補助を受けた。 
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